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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒト妊娠特異的糖タンパク質（PSG）は、妊娠中に胎盤栄養芽細胞で大量に合成され、母体循環に放出されるタンパク質ファミリーです。いくつかのPSG遺伝子の分子クローニングと解析により、PSGは免疫グロブリンスーパーファミリー遺伝子に属する癌胎児性抗原（CEA）遺伝子ファミリーのサブグループを形成することが示されました。CEAファミリーのメンバーは、免疫グロブリン可変ドメインと構造類似性を持つ単一のNドメインと、それに続く可変数の免疫グロブリン定常ドメイン様Aドメインおよび/またはBドメインで構成されています。ほとんどのPSGは、N末端ドメインにarg-gly-asp（RGD）モチーフを持ち、これはいくつかのインテグリンの接着認識シグナルとして機能することが示されている（Teglundらによる要約、1994年[PubMed 7851896]）。 PSG 遺伝子ファミリーに関する追加の一般情報については、PSG1 (MIM 発達段階:PSBG は妊娠中に大量に産生されます。,類似性:免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。CEA ファミリー。,類似性:1 つの Ig 様 V 型 (免疫グロブリン様) ドメインが含まれます。,類似性:3 つの Ig 様 C2 型 (免疫グロブリン様) ドメインが含まれます。,
	研究分野
	タグと細胞マーカー; 細胞型マーカー; その他の細胞型; 発生生物学; 生殖; 胎盤の発達
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

